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地
域
の
縁
、
ア
ジ
ア
の
縁

昨
年
、
全
日
本
仏
教
会
は
財
団
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
「
地
域
の
縁
、
ア
ジ

ア
の
縁
」
そ
し
て
世
界
へ
、
の
統
一
テ

ー
マ
の
下
、
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
、
第
四
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

を
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大

会
に
お
い
て
も
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
す
べ
て
が
関
連
し
、
共
に
支
え
合
っ

て
い
る
と
す
る
仏
教
の
「
縁
（
起
）」の

教
え
に
つ
い
て
、
会
議
・
行
事
を
通
じ

て
そ
の
意
義
を
広
め
て
参
り
ま
す
。

仏
教
者
と
社
会
問
題

今
大
会
で
は
、
世
界
の
様
々
な
地
域

・
国
々
で
、
悩
み
・
苦
し
み
の
内
に
あ

る
人
々
の
輪
の
中
に
自
ら
飛
び
込
み
、

そ
の
苦
し
み
を
共
有
し
、
同
じ
目
線
で

接
す
る
中
で
解
決
へ
の
努
力
を
続
け
て

お
ら
れ
る
仏
教
者
・
仏
教
学
者
三
十
五

名
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト

に
お
招
き
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
の
午
前
中
に
は
、
ヘ

レ
ナ
・
ノ
ル
バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ
氏
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
言
語
・
人
類
学
者
）
製

作
に
よ
る
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

映
画
で
は
、
世
界
各
地
の
人
々
の
証

言
に
基
づ
き
、
地
球
環
境
へ
の
配
慮
の

視
点
か
ら
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
経

済
の
あ
り
方
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

映
画
の
上
映
を
受
け
て
、
パ
ネ
リ
ス

ト
の
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
氏
（
ス
リ
ラ
ン
カ

・
仏
教
社
会
活
動
家
）、
ジ
ョ
ア
ン
ナ

・
メ
ー
シ
ー
氏
（
米
国
・
仏
教
学
者
、

環
境
・
社
会
問
題
活
動
家
）、
湯
川
れ

い
子
氏
（
作
詞
家
・
音
楽
評
論
家
。
環

境
問
題
に
も
積
極
的
に
関
与
）、
以
上

三
名
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
実
践
的
立
場
か
ら
環
境
・
社

会
問
題
と
仏
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
ま
す
。

午
後
か
ら
は
二
部
に
分
け
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

第
一
部
で
は
一
、
平
和
・
紛
争
問

題
。
二
、
仏
教
的
社
会
開
発
。
三
、
終

末
期
医
療
。
四
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。
以
上

の
四
つ
の
パ
ネ
ル
。

二
部
で
は
一
、
自
殺
。
二
、
子
ど
も

・
青
少
年
問
題
。
三
、
環
境
・
地
球
温

暖
化
。
以
上
の
三
つ
の
パ
ネ
ル
を
行
い

ま
す
。

そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
論
議

の
成
果
も
踏
ま
え
て
、
世
界
仏
教
徒
連

盟
（
W
F
B
）
の
九
つ
の
常
設
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
翌
日
十
六
日
の
W
F
B
の
全

体
会
議
に
於
い
て
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
が
な
さ
れ
、
本
大
会
の
成
果
を
広
く

一
般
に
発
表
す
る
た
め
記
者
会
見
を
開

く
予
定
で
す
。

世
界
平
和
法
要

…
手
を
合
わ
せ
、
心
を
合
わ
せ
て

隅
田
川
で
の
漁
の
投
網
に
か
か
っ
た

身
の
丈
五
・
五
セ
ン
チ
の
聖
観
音
像

を
、
二
人
の
漁
師
と
村
の
識
者
の
三
人

が
安
置
し
た
の
が
浅
草
寺
の
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
浅
草
寺
は
い
つ
で
も
門
戸
が

開
か
れ
、
約
千
四
百
年
も
の
間
、
地
域

の
多
く
の
人
々
の
心
の
支
え
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
れ
が
先
の
戦
争
の
空
襲
で
、
本
堂

（
観
音
堂
）
が
跡
形
も
な
く
灰
燼
に
帰

し
ま
し
た
。
本
尊
は
幸
い
本
堂
地
下
に

埋
め
ら
れ
て
い
て
無
事
で
し
た
。

人
々
は
戦
後
の
混
乱
期
で
自
分
の
生

活
も
困
難
な
中
、
思
い
思
い
に
浄
財
を

寄
せ
て
現
在
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

で
す
。
そ
の
額
は
当
時
で
四
億
円
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
に
よ
っ
て
無
惨
に
打
ち
砕
か
れ

た
本
堂
は
、
人
々
の
温
か
い
気
持
ち
が

ご
縁
と
な
っ
て
つ
な
が
り
、
大
き
な
力

と
な
っ
て
再
び
築
か
れ
た
の
で
す
。

今
年
は
、
そ
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
て

五
十
年
に
な
り
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
、
午
前
十
一
時
よ

り
、
こ
の
平
和
の
象
徴
と
も
言
え
る
浅

草
寺
本
堂
で
、
世
界
の
全
て
の
人
々
の

幸
せ
の
た
め
に
厳
粛
に
法
要
が
営
ま
れ

ま
す
。

第
二
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
特
集
②

日
本
大
会
の
概
要
・
開
催
要
項
に
つ
い
て国

際
部映画製作者 ヘレナ・ノルバーグ・ホッジ氏

活動の舞台であるヒマラヤをバックに
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こ
の
法
要
は
浅
草
寺
、
浅
草
の
観
光

連
盟
、
商
店
連
合
会
の
皆
様
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、
浅
草
・
下
谷
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
仏
教
会
の
皆
様
、
そ
し
て
東

京
都
仏
教
連
合
会
の
地
域
の
皆
様
の
温

か
い
ご
縁
の
力
も
頂
い
て
行
わ
れ
ま

す
。地

元
の
子
供
達
の
稚
児
行
列
を
先
頭

に
、
各
国
か
ら
参
加
し
た
仏
教
者
が
伝

法
院
を
出
発
し
、
国
際
通
り
を
経
て
、

仲
見
世
商
店
街
を
通
り
、
本
堂
ま
で
お

練
り
を
致
し
ま
す
。

本
誌
を
ご
覧
の
皆
様
全
て
が
、
こ
の

法
要
に
参
列
頂
く
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

が
、
十
一
月
十
六
日
午
前
十
一
時
に

は
、
日
本
各
地
の
御
寺
院
、
檀
信
徒
、

一
般
仏
教
徒
の
皆
様
が
心
を
一
つ
に

し
、
全
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が

い
つ
ま
で
も
平
和
に
、
ま
た
幸
福
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
合
掌
礼
拝
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

「
苦
集
滅
道
」
と
日
本
大
会

釈
尊
は
、
悩
み
苦
し
み
…
「
苦
」
に

は
必
ず
原
因
「
集
」
が
あ
り
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
方
法
「
滅
」
を
見
い
だ
し

て
、
日
々
自
ら
が
精
進
せ
よ
「
道
」
と

い
う
、
四
（
聖
）
諦
の
教
え
を
説
か
れ

ま
し
た
。

今
大
会
も
、
総
会
・
開
会
式
（
問
題

の
認
識
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
各
種
委

員
会
（
問
題
の
原
因
の
探
求
・
解
決
方

法
の
検
討
）、
全
体
会
議
（
方
向
性
の

決
定
）、
世
界
平
和
法
要
（
参
加
者
に

よ
る
実
践
）
と
い
う
、
四
諦
の
教
え
に

沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
関
連
行
事
と
し
て
十
一
月
十
七

日
の
最
終
日
に
は
、
奈
良
・
東
大
寺
に

お
い
て
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
主
催
に

よ
る
、
千
僧
法
要
供
養
が
海
外
か
ら
の

代
表
の
参
加
も
得
て
行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
大
会
で
示
さ
れ
た
成

果
が
、
今
後
の
本
会
、
日
本
各
地
の
ご

寺
院
、
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

各
国
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
関
係
諸
国
の
仏

教
者
の
新
た
な
活
動
の
契
機
と
な
り
、

更
に
は
宗
教
の
枠
を
超
え
て
広
く
一
般

社
会
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
と
及
ぶ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

W
F
B
ソ
ン
グ

「
私
達
の
親
交
の
目
的
は
、
こ
の
世

界
の
和
合
で
す
。

い
か
な
る
壁
や
国
境
も
私
達
の
深
い

親
交
を
損
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

様
々
な
仏
教
団
体
や
流
派
は
、
友

情
、
平
和
、
思
い
や
り
、
そ
し
て
平
穏

を
実
と
す
る
、巨
大
な
木
の
枝
々
で
す
。

私
た
ち
仏
教
徒
の
目
標
は
、
貪
り
、

怒
り
、
妄
想
を
や
め
、
全
て
の
も
の
に

思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
、
万
人
の
平

和
の
た
め
励
む
こ
と
で
す
。」（
原
文
は

英
語
。
仮
訳
）

仏
教
は
、
釈
尊
が
開
か
れ
て
以
来
二

千
五
百
年
の
月
日
の
間
に
世
界
の
各
地

で
様
々
な
姿
で
展
開
を
遂
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
常
に
そ
の
地
域
の
人
々
の
日
々

の
生
活
と
共
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
人
々
の
生
き
る
支
え
と
な
っ
て
今

日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
う
し
た
世
界
の
様
々
な
地

域
、
国
々
か
ら
の
仏
教
者
が
日
本
に
三

十
年
ぶ
り
に
集
い
、
開
会
式
で
こ
の
歌

を
唱
和
し
、
諸
行
事
を
通
じ
て
心
を
つ

な
い
で
い
き
ま
す
。

関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
尚
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議

開
催
要
項

（
二
○
○
八
年
九
月
二
日
改
訂
版
）

一．

会
議

第
二
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議

（
主
催

世
界
仏
教
徒
連
盟

W
F
B
）

第
十
五
回
世
界
仏
教
青
年
会
議

（
主
催

世
界
仏
教
青
年
連
盟

W
F
B
Y
）

第
七
回
世
界
仏
教
大
学
会
議

（
主
催

世
界
仏
教
大
学

W
B
U
）

二．

テ
ー
マ

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
統
一
テ

ー
マ

「
地
域
の
縁
・
ア
ジ
ア
の
縁
」
そ
し
て

世
界
へ

第
二
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
テ
ー
マ

「Buddhists
Contribution

to
Re-

再建五十年を迎えた
浅草寺本堂
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solving
Social

Problem
s…

仏
教
者

の
社
会
問
題
解
決
へ
の
貢
献
」

三．
会
場浅

草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
会
議
）

浅
草
寺
（
世
界
平
和
法
要
）

四．

日
程

十
一
月
十
四
〜
十
七
日

（
十
三
日
よ
り
準
備
会
議
等
開
催
）

十
四
日（
金
）

午
前

総
会
（
執
行
役
員
選
挙
等
）

午
後

開
会
式

世
界
仏
教
徒
会
議
第
一
回
全
体

会
議（
会
長
・
副
会
長
選
挙
等
）

人
権
セ
ミ
ナ
ー（
担
当
者
対
象
）

夜

歓
迎
懇
親
会

※
W
F
B
Y
・
W
B
U
・
日
本
側
会
議

併
催

十
五
日（
土
）

午
前

環
境
問
題
に
関
す
る
映
画
上
映

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

午
後

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
部
七
パ
ネ

ル
）

一
、
平
和
構
築

二
、
仏
教
的
社
会
開
発

三
、
終
末
期
医
療

四
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

五
、
自
殺

六
、
子
ど
も
・
青
少
年

七
、
環
境

W
F
B
常
設
委
員
会（
九
部
会
）

研
修
セ
ミ
ナ
ー

夜

交
流
懇
親
会

※
W
F
B
Y
・
W
B
U
・
日
本
側
会
議

併
催

十
六
日（
日
）

午
前

世
界
平
和
法
要
（
浅
草
寺
。
仲

見
世
商
店
街
お
練
り
行
列
）

午
後

世
界
仏
教
徒
会
議
第
二
回
全
体

会
議
（
総
括
）

夜

記
者
会
見
・
閉
会
式
・
懇
親
会

※
W
F
B
Y
・
W
B
U
会
議
併
催

十
七
日（
月
）

参
加
者
離
日

※

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
詳
細
は

本
誌
裏
面
十
二
頁
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
ご
参
照
下
さ
い
。

http
://w

w
w
.jbf.ne.jp

今
回
は
、
群
馬
県
仏
教
連
合
会
事
務

局
を
訪
ね
、
若
槻
繁
隆
会
長
（
退
魔
寺

住
職
・
全
日
本
仏
教
会
副
会
長
）
及

び
、
土
佐
信
孝
事
務
局
長
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

群
馬
県
仏
教
連
合
会
の
事
務
局
は
、

更
生
保
護
法
人
群
馬
県
仏
教
保
護
会
と

事
務
局
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

―
仏
教
会
の
活
動
で
、
力
を
入
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

本
仏
教
会
が
世
俗
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
と
し
て
は
、
大
正
二
年
か
ら

更
生
保
護
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
で
百
年
に
な
り
ま
す
。

収
容
者
の
自
立
更
生
と
快
適
な
生
活

環
境
の
維
持
に
日
夜
努
力
し
、
先
師
・

こ
う
ま
い

先
徳
の
高
邁
な
る
ご
意
志
に
沿
っ
て
懸

命
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
で
、
平
成
十
七
年
に
は

収
容
者
の
住
環
境
の
整
備
を
自
費
で
も

っ
て
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
護
観
察
所
の
ご
指
導
を

加
盟
団
体
を
ゆ
く

《
第
十
九
回
》

群
馬
県
仏
教
連
合
会

若槻繁隆群馬県仏教会会長（左）
土佐信孝事務局長（右）

大正二年からの歴史をもつ
更正保護施設

２００８年１０月１日4



頂
き
、
本
年
度
に
は
厨
房
・
食
堂
・
ト

イ
レ
・
浴
室
・
会
議
室
・
面
接
室
・
一

部
宿
泊
室
増
設
等
々
、
全
面
改
修
の
方

向
で
設
計
打
合
せ
を
法
務
省
及
び
関
係

団
体
と
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
他
に
は
、群
馬
県
下
に
あ
る「
県

宗
教
団
体
連
合
会
」（
神
社
庁
・
天
理

教
・
仏
教
連
合
会
・
新
宗
連
等
が
加

盟
）
で
は
、
隔
月
に
理
事
会
を
開
い
て

お
り
ま
す
。

実
務
研
修
会
と
し
て
、
同
和
問
題
等

の
講
話
を
聞
く
「
一
泊
研
修
会
」
や
、

先
進
地
視
察
の
た
め
「
先
進
地
視
察
研

修
旅
行
」
を
、
昭
和
四
十
年
よ
り
毎
年

実
施
し
、
更
に
毎
年
、
群
馬
県
と
慰
霊

会
と
が
合
同
で
、
沖
縄
県
へ
の
戦
没
者

慰
霊
参
拝
に
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ

も
四
十
年
ほ
ど
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、
昭
和

六
十
年
に
起
き
た
、
日
航
機
墜
落
事
故

の
ご
供
養
を
全
て
行
い
ま
し
た
。

当
時
、
ご
遺
体
が
発
見
さ
れ
て
か

ら
、
総
動
員
で
全
て
の
ご
宗
旨
を
聞
き

ご
供
養
を
行
い
、
亡
く
な
っ
た
全
て
の

方
の
名
前
を
刻
ん
だ
「
慰
霊
碑
」
も
建

立
い
た
し
ま
し
た
。

―
今
後
の
仏
教
界
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
指
針
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

近
年
、
我
々
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
も
っ
と

言
え
ば
、
世
界
的
地
球
規
模
で
の
激
動

の
始
ま
り
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は

思
い
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

本
来
「
人
の
心
を
救
う
べ
き
宗
教
」

が
何
も
努
力
し
な
い
で
、
教
義
を
自
己

流
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
、
自
己
中
心

に
陥
っ
て
い
る
の
を
戒
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
宗
教
者
は
そ
の
「
心
を
救

う
」
原
動
力
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
任
が
あ
り
ま
す
。

先
師
・
先
徳
の
各
宗
派
を
超
え
て
団

結
し
行
動
し
て
き
た
力
を
受
け
継
い

で
、
社
会
浄
化
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
任
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
昨
今
の
様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い

て
、
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
思
い
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

と
り
わ
け
、
昨
今
の
事
件
は
想
像
を

絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
世

界
で
最
も
恵
ま
れ
た
安
全
な
国
と
言
わ

れ
た
有
り
様
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
を
収

容
す
る
刑
務
所
は
百
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
し
て
い
ま
す
。

可
愛
い
は
ず
の
我
が
子
の
命
を
無
惨

に
奪
う
事
件
、
厳
し
い
躾
の
親
を
恨
ん

で
殺
す
子
ど
も
、
社
会
的
に
も
優
れ
た

人
の
知
的
犯
罪
等
々
、
数
え
上
げ
れ
ば

き
り
が
な
く
、
毎
日
毎
日
マ
ス
コ
ミ

に
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
報
道

さ
れ
る
有
り
様
は
、
国
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は
良
く
な
い
と
誰
で
も
考

え
て
い
ま
す
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
こ
そ
、
我
々
宗
派
を
超
え
た
宗
教

者
が
団
結
し
て
力
を
ま
と
め
、
更
な
る

活
動
を
活
発
化
し
て
力
を
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
談
）

群馬県宗教団体連合会研修会
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「
災
害
に
あ
っ
て
も
『
族
譜
』
と
い

う
家
系
図
だ
け
は
抱
え
て
逃
げ
る
」
と

い
う
逸
話
の
と
お
り
、
朝
鮮
民
族
は
日

本
人
以
上
に
家
門
や
名
前
を
重
ん
じ

る
。し

か
し
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
過

程
に
お
い
て
日
本
は
植
民
地
で
あ
っ
た

朝
鮮
半
島
に
対
し
て
、「
内
鮮
一
体
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
朝
鮮
人
を
「
皇

国
臣
民
」
に
改
造
す
べ
く
、
ま
ず
本
来

の
朝
鮮
名
を
日
本
風
に
改
め
る
と
い
う

「
創
氏
改
名
」を
行
っ
た
。
例
え
ば「
金

某
」
を
「
金
田
某
太
郎
」
と
い
う
よ
う

に
。断

固
と
し
て
民
族
の
名
前
を
守
ろ
う

と
す
る
人
達
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う

な
人
は
「
不
逞
鮮
人
」
と
し
て
取
り
締

ま
ら
れ
、
獄
死
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ

た
。日

本
統
治
下
の
貧
し
さ
と
厳
し
い
弾

圧
の
な
か
、
な
ん
と
か
生
き
延
び
よ
う

と
す
れ
ば
「
朝
鮮
名
を
捨
て
ろ
」
と
い

う
日
本
国
の
国
是
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
の
朝
鮮
人

が
や
む
を
え
ず
日
本
名
に
改
名
し
て
い

っ
た
。

戦
局
が
悪
化
す
る
と
日
本
は
、
朝
鮮

半
島
か
ら
も
軍
人
・
軍
属
と
し
て
の
人

材
を
募
っ
た
。「
日
本
人
と
し
て
祖
国

（
？
）
日
本
の
た
め
に
戦
う
」
こ
と
を

強
い
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
朝

鮮
の
人
々
が
日
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
サ
ハ
リ
ン
や
ロ
シ
ア
、
南
の
島
々

な
ど
で
日
本
人
と
し
て
命
を
落
と
し

た
。
朝
鮮
人
で
あ
り
な
が
ら
日
本
名
の

ま
ま
で
。

「
同
じ
日
本
人
と
し
て
」
と
い
う
美

名
の
も
と
に
戦
争
に
駆
り
立
て
お
き
な

が
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
朝
鮮
人
が
日
本

人
と
同
じ
よ
う
な
待
遇
を
受
け
る
筈
は

な
か
っ
た
。
民
族
差
別
に
よ
る
虐
待
や

賃
金
の
格
差
。

そ
ん
な
理
不
尽
に
ま
み
れ
つ
つ
、
日

本
名
で
日
本
人
と
し
て
死
ん
で
い
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
の
無
念
、
彼
等

の
故
国
や
家
族
へ
の
思
い
は
い
か
ば
か

り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

日
本
人
の
遺
骨
収
集
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い
と
い
う
の
に
、
ま
し
て
朝
鮮
人
で

あ
り
な
が
ら
日
本
名
で
亡
く
な
り
、
世

界
各
地
に
ち
ら
ば
る
朝
鮮
人
犠
牲
者
の

解
明
と
捜
索
は
困
難
を
窮
め
て
い
る
。

い
や
、
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
彼
等
の
魂
は
い
ま
も
慰
め
ら
れ
ぬ

ま
ま
、
む
な
し
く
虚
空
を
彷
徨
っ
て
い

る
。私

は
四
半
世
紀
に
亘
っ
て
日
韓
の
い

わ
ゆ
る
「
架
け
橋
」
に
な
ろ
う
と
し
て

き
た
。
多
く
は
文
化
交
流
を
糸
口
に
し

て
「
お
互
い
を
知
る
こ
と
で
理
解
し
あ

え
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
貫
い
て
き

た
。も

ち
ろ
ん
私
は
戦
後
世
代
で
あ
る

が
、
今
「
人
と
し
て
」
こ
の
こ
と
に
触

れ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
多

く
の
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
魂
が
帰
郷
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
う
「
帰
郷
祈
念
碑
」

の
建
立
を
決
意
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
が
日
韓
「
和
解
」
の
糸
口
と
は

言
わ
ず
と
も
、
さ
さ
や
か
な
き
っ
か
け

に
で
も
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
祈
念
碑
除
幕
当
日
、「
親

日
派
許
す
ま
じ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
の
中
、
こ
の
石
碑
建
立
に
反
対
す
る

市
民
団
体
と
警
察
機
動
隊
が
私
た
ち
を

制
圧
し
、
除
幕
式
は
中
止
さ
れ
た
。

戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
ぬ
事
を
願

い
、
か
つ
て
の
日
本
の
仕
業
を
詫
び
た

い
と
い
う
思
い
で
石
碑
を
建
立
し
た
私

た
ち
、
そ
し
て
そ
の
意
に
賛
同
し
て
除

幕
式
に
集
っ
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
か
ら

参
列
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
は
石
碑

に
近
づ
く
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
虚
し
く

も
追
い
や
ら
れ
た
。

し
か
し
反
対
派
と
機
動
隊
は
一
体
何

に
反
対
し
、
何
を
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
朝
鮮
を
弾
圧

し
た
当
事
者
で
も
な
く
、
た
だ
日
本
人

と
し
て
過
去
の
日
本
の
行
い
を
済
ま
な

く
思
い
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

韓
日
交
流
―
心
の
か
け
橋
―
③

俳
優

黒
田

福
美

撤去され、再建を待つ石碑
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繰
り
返
さ
ぬ
と
い
う
願
い
を
は
る
ば
る

海
を
越
え
て
表
現
し
よ
う
と
や
っ
て
き

た
だ
け
な
の
に
。

私
た
ち
の
思
い
が
通
じ
な
か
っ
た
こ

と
は
ひ
た
す
ら
残
念
で
は
あ
る
。
け
れ

ど
い
つ
か
き
っ
と
私
た
ち
の
思
い
が
理

解
さ
れ
る
日
が
く
る
と
信
じ
て
い
る
。

石
碑
は
あ
っ
と
言
う
間
に
撤
去
さ
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
石
碑
は
今
、
私
た
ち

の
真
意
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
近
隣
の

「
あ
る
お
寺
」
に
保
護
さ
れ
、
再
建
さ

れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

難
し
い
状
況
下
、
私
た
ち
の
慰
霊
の
心

を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
お
坊
さ
ま
が
い

ら
し
た
こ
と
は
大
き
な
救
い
で
あ
っ
た

と
感
謝
に
堪
え
な
い
。

残
念
な
結
果
に
は
な
っ
た
が
、
そ
れ

ほ
ど
に
私
た
ち
の
罪
が
深
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
っ

て
、
倦
ま
ず
弛
ま
ず
、
た
だ
誠
実
に
犠

牲
者
の
魂
が
帰
郷
す
る
場
所
を
求
め
て

行
こ
う
と
思
う
。

ど
う
か
迷
え
る
私
た
ち
を
お
見
守
り

く
だ
さ
り
、
知
恵
と
不
動
の
勇
気
を
お

授
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

黒
田

福
美
（
く
ろ
だ
ふ
く
み
）

俳
優

東
京
都
出
身
。

東
京
都
立
豊
多
摩
高
等
学
校
、
桐
朋
学

園
芸
術
短
期
大
学
演
劇
学
科
卒
業
。

※
韓
日
交
流
―
心
の
か
け
橋
―
（
終
）

人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

十
一
月
十
四
日
、
W
F
B
日
本
大
会

会
期
中
に
「
韓
日
交
流
―
こ
こ
ろ
の
架

け
橋
」
を
テ
ー
マ
に
、
加
盟
団
体
の
人

権
担
当
者
を
対
象
と
し
た
人
権
セ
ミ
ナ

ー
を
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
内
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
本
コ
ー
ナ
ー
に
執

筆
頂
き
ま
し
た
俳
優
の
黒
田
福
美
さ
ん

及
び
洪
錘
佖
教
授
に
講
師
と
し
て
参
加

頂
き
、
さ
ら
な
る
日
韓
友
好
を
進
め
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か

を
学
ぶ
好
機
と
致
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

全
日
本
仏
教
会

社
会
人
権
部
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

タ
イ
王
室
後
援

「
国
際
版
パ
ー
リ
大
蔵
経
」
贈
呈
式
典

九
月
十
日
午
後
一
時
半
よ
り
大
阪
・

四
天
王
寺
に
於
い
て
、
タ
イ
王
室
チ
ュ

ラ
ポ
ン
王
女
殿
下
ご
臨
席
の
下
、「
国

際
版
パ
ー
リ
三
蔵
経
」
贈
呈
式
典
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
三
蔵
経
四
十
巻
は
一
九
五
六
年

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
六
結

集
で
定
め
ら
れ
た
も
の
を
元
に
、
現
存

す
る
全
て
の
三
蔵
経
を
参
照
し
て
五
年

後
に
完
成
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
を
終
了
。
故
ガ
リ

ア
ー
ニ
王
女
殿
下
の
後
援
の
下
、
世
界

各
国
の
図
書
館
・
研
究
機
関
に
贈
呈
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
贈
呈
で
は
、
王
女
の
曾
祖

父
、
チ
ュ
ラ
ロ
コ
ン
・
ラ
ー
マ
五
世
国

王
が
百
十
五
年
前
に
日
本
贈
ら
れ
た

『
シ
ャ
ム
文
字
版
三
蔵
経
』を
所
蔵
す
る

研
究
施
設
七
ヶ
所
に
加
え
て
新
た
に
、

七
ヶ
所
の
図
書
館
等
に
贈
呈
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
三
蔵
経
の
パ
ー
リ
語
、

英
語
、日
本
語
の
三
ヶ
国
語
に
よ
る
読

誦
に
続
い
て
、
贈
呈
を
受
け
る
関
係
者

が
一
巻
ず
つ
経
典
を
持
っ
て
本
堂
へ
入

場
し
、
内
陣
本
尊
前
に
そ
れ
ぞ
れ
安
置

し
た
。

そ
し
て
王
女
殿
下
入
場
の
後
、
四
天

王
寺
管
長
お
よ
び
式
衆
に
よ
る
法
要
が

つ
と
め
ら
れ
、
武
覚
超
比
叡
山
執
行
よ

り
日
本
側
を
代
表
し
て
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。次

に
王
女
殿
下
よ
り
、
日
本
と
タ
イ

国
の
長
い
友
好
の
歴
史
と
今
回
の
贈
呈

へ
の
思
い
の
込
め
ら
れ
た
ご
挨
拶
に
続

い
て
、
王
女
よ
り
関
係
機
関
の
代
表
へ

そ
れ
ぞ
れ
三
蔵
経
が
直
接
手
渡
さ
れ

た
。最

後
に
大
谷
哲
夫
駒
澤
大
学
総
長
お

よ
び
、
和
中
幹
雄
国
立
国
会
図
書
館
関

西
館
館
長
（
代
理
）
よ
り
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

王女より研究機関関係者へ贈呈

7ZENBUTSU２００８年１０月１日
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去
る
九
月
十
二
日
に
本
会
事
務
総
局

理
事
長
室
に
於
い
て
、
総
務
財
政
審
議

会
松
山
英
照
委
員
長
並
び
に
近
藤
真
道

副
委
員
長
よ
り
、
豊
原
大
成
理
事
長
並

び
に
深
澤
信
善
事
務
総
長
に
、
総
務
財

政
審
議
会
へ
の
理
事
長
諮
問
の
一
部
が

答
申
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
賛
助

会
員
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
。

尚
、
答
申
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

答
申
書
（
一
部
）

第
二
十
八
期
設
置
の
総
務
財
政
審
議

会
で
は
四
つ
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
審

議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
の
一

つ
で
あ
る
以
下
の
諮
問
事
項
に
つ
い

て
、
本
年
十
一
月
に
開
催
す
る
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
を
鑑
み
、
優
先
的

且
つ
慎
重
に
審
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
審
議
会
は
理
事
長
諮
問
の
一

部
を
以
下
の
通
り
答
申
致
し
ま
す
。

諮
問
一

賛
助
会
員
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

本
年
三
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
・
評
議
員
会
（
第
二
十
七
期
）

に
於
い
て
、
賛
助
会
員
規
程
が
承
認
さ

れ
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
審
議
会
で
は
賛
助
会
員
規
程
を
踏

ま
え
て
、
賛
助
会
員
制
度
の
目
的
を
加

盟
団
体
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

ま
た
運
用
に
関
す
る
手
続
き
の
精
査

等
、
事
務
総
局
か
ら
提
示
さ
れ
た
案
件

に
基
づ
い
て
、
審
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
賛
助
会
員
の
枠
組
み
は

①

個

人→

一
般
社
会
に
対
し
て

本
会
を
認
知
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

主
眼
を
置
く
。

②

団

体→

本
会
の
運
営
や
広
報

を
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
主
眼

を
置
く
。

③

特
別
会
員→

本
会
事
業
の
一
つ
で

あ
る「
組
織
強
化
」に
主
眼
を
置
く
。

賛
助
会
員
の
会
費（
一
口
一
万
円
）は

①

個
人
は
一
口
以
上

②

団
体
の
営
利
法
人
は
三
口
以
上
、

非
営
利
法
人
は
一
口
以
上

③

特
別
会
員
は
二
口
以
上

以
上
の
と
お
り
と
致
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
の
賛
助
会
員

入
会
の
案
内
状
、
細
則
、
要
綱
、
申
込

書
、
推
薦
書
等
を
添
付
致
し
ま
す
。
こ

の
度
開
催
さ
れ
ま
す
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
伝
統
教
団

の
も
つ
す
ば
ら
し
さ
を
社
会
に
広
報

し
、
さ
ら
に
宗
教
（
仏
教
）
の
公
益
性

を
高
め
る
為
の
方
策
と
し
て
も
、
早
急

に
賛
助
会
員
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

以

上

―
九
月
十
五
日
よ
り
賛
助
会
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
―

総
務
財
政
審
議
会
が
理
事
長
諮
問
の
一
部
を
答
申

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

特
別
協
賛
金
寄
付
者
名

（
八
月
十
八
日
〜
九
月
九
日
）

室
生
寺

梶
山
祐
弘
・
常
福
寺

地
福
寺

鎌
田
良
昭
・
松
家
宣
崇

光
明
寺

田
中
文
教

精
明
寺

疋
田
哲
壽

大
乗
院

和
田
龍
宏

立
正
大
学
学
園

長
圓
寺

不
破

仁

隆
光
寺

山
本
弘
詔

本
昌
寺

中
村
昌
之（

順
不
同
・
敬
称
略
）

合
計

六
七
〇
、
〇
〇
〇
円

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
更
な
る
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
３
０
―
６
―
３
７
６
０
０

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

【
銀
行
振
込
】

三
井
住
友
銀
行

浜
松
町
支
店

口
座
番
号

普
通

７
０
８
２
９
１
３

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

松山委員長から豊原理事長へ答申の
一部を提出。
（手前は近藤副委員長）
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謹

啓
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
本
会

諸
事
業
に
対
し
て
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
五
月
二
十
六
日
に
総
務
財
政
審
議
会
に
四
つ
の
理
事
長
諮
問
を
行
い
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
、
本
年
十
一
月
に
開
催
す
る
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会

の
推
進
を
鑑
み
、
ま
ず
諮
問
一
の
「
賛
助
会
員
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
」
優
先

的
に
慎
重
審
議
を
重
ね
、
今
期
三
回
開
催
し
た
審
議
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
諮
問

一
に
つ
き
、
九
月
十
二
日
に
総
務
財
政
審
議
会
松
山
英
照
委
員
長
並
び
に
近
藤

真
道
副
委
員
長
よ
り
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
審
議
会
で
は
、
答
申
の
内
容

の
他
、
標
記
制
度
を
運
用
す
る
際
の
書
類
整
備
に
関
し
て
も
併
せ
て
審
議
さ

れ
、
答
申
書
に
添
付
を
頂
き
ま
し
た
。

依
っ
て
賛
助
会
員
制
度
を
九
月
十
五
日
よ
り
運
用
を
開
始
致
し
た
く
、
加
盟

団
体
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
に
郵
送
致
し
ま
し

た
書
類
一
式
を
ご
高
覧
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
入
会
に
あ
っ
て
は
、
入
会
希
望
者
の
菩
提
寺
の
ご
推
薦
を
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
各
ご
寺
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
法
務
繁
多

の
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
と
存
じ
ま
す
が
、
賛
助
会
員
制
度
の
趣
意
を
お
汲
み
取
り

頂
き
ま
し
て
、
宜
し
く
お
取
り
計
ら
い
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。本

会
事
業
の
充
実
を
図
る
為
、
或
い
は
伝
統
教
団
の
も
つ
す
ば
ら
し
さ
を
社

会
に
広
報
し
、
さ
ら
に
宗
教
（
仏
教
）
の
公
益
性
を
高
め
る
為
の
方
策
と
し

て
、
賛
助
会
員
制
度
の
ご
理
解
と
勧
誘
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合

掌

賛
助
会
員
制
度
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

全
日
本
仏
教
会
第
二
十
八
期
理
事
長

豊
原

大
成

※
お
知
ら
せ

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
賛
助
会
員

要
綱
・
申
込
書
な
ど
を
閲
覧
・
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。
ご
覧
頂
き
ま
し

て
、
是
非
ご
入
会
下
さ
い
。

http
://w

w
w
.jbf.ne.jp

全
国
の
ご
寺
院
に
お
願
い

個
人
の
入
会
に
あ
っ
て
は
、
入
会
希

望
者
の
菩
提
寺
の
推
薦
を
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
加
盟
団
体
傘
下
の
各
ご

寺
院
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
八
月
十
九
日
〜
九
月
五
日
）

延
命
寺

岐
阜
県
仏
教
会

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
地
球
救
援

事
務
局

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

合
計

一
、
七
〇
六
、
一
八
四
円

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

仏
教
界
挙
げ
て
の
人
道
的
活
動
の

為
、
ひ
き
つ
づ
き
ご
協
賛
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
救
援
基
金
の
送
付
先

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
１
０－

９－

７
０
４
８
３
４

口
座
名
義

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

【
銀
行
振
込
】

中
央
三
井
信
託
銀
行

本
店
営
業
部

口
座
番
号

０
９
７
３
０
３
１

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

「
救
援
基
金
」
寄
付
者
一
覧

9ZENBUTSU２００８年１０月１日



「
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
対
す
る
抗
議
」
文
を
提
出

八
月
十
五
日
、
靖
国
神
社
へ
三
人
の
閣
僚
が
参
拝
を
行
っ
た
事
か
ら
同
月
十
九

日
、
本
会
は
抗
議
文
を
提
出
し
た
。
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
宛
の
抗
議
文
は
、
岩

城
光
英
内
閣
官
房
副
長
官
へ
読
み
上
げ
後
手
交
。
閣
僚
三
名
へ
の
抗
議
文
は
同
日
衆

議
院
議
員
会
館
の
各
事
務
所
へ
提
出
。

閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
対
す
る
抗
議

過
日
（
二
〇
〇
八
年
八
月
十
五
日
）
福
田
内
閣
の
閣
僚
三
名
が
靖
国
神
社
に
参
拝
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
強
く
遺
憾
の
意
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
全
日
本
仏
教
会
は
こ
れ
ま
で
再
三
（
本
年
は
八
月
一
日
付
）
に
わ
た
り
、「
首

相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
た
ち
仏
教
徒
は
、
釈
尊
の
御
教
え
、
い
の
ち
の
尊
重
、
慈
悲
の
精
神
に
反
し
て
、
戦

争
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
争
い
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
の
日
本
が
平
和
社
会
実
現
に
む
け
て
努
力
し
て
き

た
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
国
際
社
会
で
平
和
の
実
現
に
向
け
活
躍

す
べ
き
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

首
相
及
び
閣
僚
は
、
と
く
に
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
「
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
・
戦
争

放
棄
」
の
原
則
を
遵
守
し
、
世
界
平
和
貢
献
の
た
め
指
導
的
立
場
を
貫
く
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
今
回
の
参
拝
は
そ
の
使
命
を
自
ら
放
棄
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
く
国
民
の
願
い
を
無

視
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
こ
こ
に
強
く
抗
議
す
る
と
共
に
、
今
後
は
靖
国
神
社
参
拝
を
中
止
さ
れ
ま
す
よ

う
強
く
求
め
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
八
月
十
九
日

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

理
事
長

豊

原

大

成

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

殿

八
月
十
五
日
、
日
蓮
宗
主
催
「
戦
没

者
追
善
供
養
並
び
に
世
界
立
正
平
和
祈

願
法
要
」
が
、
小
松
浄
慎
日
蓮
宗
宗
務

総
長
を
導
師
に
執
り
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
僧
侶
檀
信
徒
の
ほ
か
一

般
の
参
列
者
約
四
百
人
が
参
列
。
六
角

堂
の
中
央
に
安
置
さ
れ
た
陶
棺
に
向
か

い
声
明
、
読
経
、
修
法
を
行
い
、
表
白

文
に
て
戦
没
者
諸
精
霊
に
追
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
、
世
界
平
和
を
祈
念
し

た
。続

い
て
参
列
者
全
員
に
よ
る
焼
香
が

行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、
奈
良
慈
徹

総
務
部
長
が
参
列
し
た
。

日
蓮
宗
で
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
が
建
立
さ
れ
て
以

来
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
二
度
と
戦
争

を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決

意
の
も
と
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
霊
に

供
養
の
誠
を
捧
げ
、
世
界
平
和
の
実
現

を
祈
る
法
要
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
は

五
十
回
目
の
節
目
の
年
と
な
っ
た
。

九
月
十
八
日
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
主
催
の
「
第
二
十
八
回
千
鳥
ヶ
淵
全

戦
没
者
追
悼
法
要
」
が
執
り
行
わ
れ
、

中
村
澄
枝
広
報
文
化
部
長
が
参
列
し

た
。法

要
に
先
立
ち
、「
つ
ど
い
」
で
は
、

築
地
別
院
豊
原
大
成
輪
番
（
本
会
理
事

長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、
仏
教
讃
歌
の

斉
唱
、
献
華
、
本
多
靜
芳
師
に
よ
る
記

念
布
教
、
宗
門
関
係
学
校
生
徒
代
表
に

よ
る
作
文
朗
読
、
各
国
大
使
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。

法
要
は
、
不
二
川
公
勝
総
長
を
導
師

と
し
て
、
大
谷
光
淳
新
門
ご
臨
席
の
も

と
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
仏
教
讃
歌

及
び
恩
徳
讃
は
参
列
者
全
員
で
の
唱
和

が
行
わ
れ
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
二
〇
一

一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
、
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
お
迎
え
す

る
に
あ
た
り
「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

今
回
の
法
要
を
通
じ
て
今
後
も
「
非
戦

・
平
和
」、「
い
の
ち
の
尊
さ
」を
訴
え

続
け
て
い
く
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
ゆ

く
。

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要
開
催
さ
れ
る

２００８年１０月１日10



十
二
日
▼
I
C
S
打
合
せ

十
五
日
▼
日
蓮
宗
「
戦
没
者
追
善
供
養

並
び
に
世
界
立
正
平
和
祈
願

法
要
」
参
列
（
於

千
鳥
ヶ

淵
）

▼
政
府
主
催

全
国
戦
没
者
追

悼
式
参
列
（
於

日
本
武
道

館
）

十
九
日
▼
服
部
融
宣
前
常
務
理
事
本
葬

儀
参
列
（
於

鎌
倉
）

▼
「
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参

拝
に
対
す
る
抗
議
」
文
提
出

の
為
首
相
官
邸
及
び
衆
議
院

議
員
会
館
訪
問

二
十
日
▼
第
三
十
九
回
部
落
解
放
・
人

権
夏
期
講
座
参
加
（
於

高

野
山

至
二
十
二
日
迄
）

▼
W
F
B
大
会
上
映
の
映
画
字

幕
担
当
者
と
打
合
せ

二
十
二
日
▼
J
T
B
・
I
C
S
打
合
せ

二
十
六
日
▼
新
公
益
法
人
制
度
に
関
す

る
説
明
会
参
加
（
文
部
科

学
省
主
催
、
及
び
内
閣
府

主
催
）

▼
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
会
長

来
局

二
十
七
日
▼
局
内
会
議

二
十
八
日
▼
大
和
証
券
主
催
「
公
益
法

人
制
度
セ
ミ
ナ
ー
」
出
席

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
九
日
▼
浅
草
商
店
連
合
会
・
浅
草

観
光
連
盟
訪
問

一
日
▼
松
下
電
器
東
京
支
社
訪
問

四
日
▼
B
N
N
企
画
委
員
会
出
席

▼
第
五
十
四
回
「
同
宗
連
」
研
修

会
出
席
（
於

真
言
宗
豊
山
派

宗
務
所
）

八
日
▼
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
場
下
見

▼
イ
ン
ド
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
協
会
事

務
局
長
来
局

九
日
▼
局
内
会
議

十
日
▼
日
本
宗
教
連
盟
理
事
会
出
席

（
於

神
社
本
庁
）

▼
タ
イ
国
主
催

大
蔵
経
贈
呈
式

出
席
（
於

四
天
王
寺
）

▼
本
会
元
副
会
長

成
田
有
恒
師

密
葬
参
列
（
於

増
上
寺
）

▼
仏
教
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
浅
草
商
店
街
・
浅
草
観
光
連
盟

訪
問

機
関
誌
『
全
仏
』

広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

機
関
誌
『
全
仏
』
は
、
月
刊
一
万
部

発
行
さ
れ
、
全
日
本
仏
教
会
加
盟
団
体

の
各
寺
院
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
に
購

読
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
年
十
回
発
行
）

九
月
号
（
№
五
四
二
）
よ
り
、『
全

仏
』
誌
に
広
告
を
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
広
告
掲
載
ご
希
望
の
方

は
、
左
記
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

全
日
本
仏
教
会

広
報
文
化
部

電
話

０
３
―
３
４
３
７
―
９
２
７
５

F
A
X
０
３
―
３
４
３
７
―
３
２
６
０

E
メ
ー
ル

kouho@
jbf.ne.jp

※

掲
載
内
容
に
よ
り
、若
干
の
変
更
、

も
し
く
は
掲
載
を
ご
遠
慮
頂
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

無料法律
相談室
長谷川正浩顧問弁護
士による、無料法律
相談を毎月第二、第
四木曜日の午後開催
しております。本会
事務総局０３（３４３７）９２７５
へ事前予約の上おい
で下さい。

成
田
有
恒
師
（
本
会
元
副
会
長
）

大
本
山
増
上
寺
法
主

九
月
六
日
遷
化

八
十
六
歳

本
葬
儀

十
一
月
四
日
十
四
時

於

増
上
寺

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
の
宗

教
弾
圧
に
よ
っ
て
仏
教
は
完
全
に
消
滅
し

た
。
内
戦
が
終
決
し
新
政
権
が
樹
立
さ
れ

る
と
、
民
衆
の
心
の
中
に
深
く
生
き
続
け

て
き
た
仏
教
の
再
建
策
に
い
ち
早
く
着
手

し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
在
家
信
者
に
と
っ

て
お
寺
や
僧
侶
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
が
な
に
よ
り
の
生
き
甲
斐
で
あ
り
、
仏

教
寺
院
や
僧
侶
の
存
在
は
人
々
の
日
常
生

活
の
中
で
大
事
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

一
度
消
滅
し
た
仏
教
を
ほ
ぼ
平
和
時
の
姿

に
ま
で
復
興
さ
れ
、
こ
の
国
に
は
や
は
り

き
ら
び
や
か
な
仏
教
寺
院
や
黄
衣
を
ま
と

っ
た
僧
侶
の
姿
が
一
番
よ
く
似
合
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

（
文
章
及
び
写
真

田
村

仁
氏
）

祈
り
の
世
界
⑥
カ
ン
ボ
ジ
ア

バイヨン寺院の
観音菩薩像

事
務
総
局
録
事

八
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

九
月
（
一
〜
十
日
）

哀
悼

11ZENBUTSU２００８年１０月１日
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号

第24回世界仏教徒会議日本大会開催のお知らせ
本年2008年11月14日～17日の日程で、東京・浅草ビューホテルにて第24回世界仏教徒会議日本大会（主

催：WFB、世界仏教徒連盟）を日本では30年ぶりに開催致します。
開催期間中の11月15日に、仏教と社会の関わりについて７つのシンポジウムを開催致します。このシンポ

ジウムは一般参加可能で、「仏教者の社会問題解決への貢献」をテーマに、世界各地の社会問題について、各国
の仏教者が実践的な取り組みを報告します。是非お申し込み下さい。

映画上映 “The Economics of Happiness”シンポジウム “Symposium”
発
行
人

深
澤
信
善

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
RL:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

11月15日 ９時30分～11月15日 12時～ 第１部（１～４）
14時30分～ 第２部（５～７） この映画は、グローバル経済

が世界中の人と文化に及ぼす
衝撃に目を向けました。
オーストラリアからペルーま
で、色々な国の農家、経済学
者、店主、著者、政治家と話
し、その数々の声は、押しつ
けられた自由貿易が招いた結果を明らかにします。グ
ローバルではなく地域に密着した経済によって生まれ
る、より充実した、環境にやさしい将来のかたちがあ
ります。

（映画製作者：ヘレナ・ノルバーグ・ホッジ）

当日は映画上映後、アリヤラトネ氏、ジョアンナ・メ
ーシー氏、湯川lれい子氏をお招きし、３氏によるゲ
ストトークを開催します。

シンポジウム１ 平和・紛争問題
コーディネーター 神 仁（全国青少年教化協議会主幹）
小武正教、アシン・ナヤカ、アリヤラトネ、
ポンユン・スニム

シンポジウム２ 仏教的社会開発
コーディネーター 奏辰也（近畿大学教授）
袴田俊英、ダショ・カルマウラ、アラン・セノキー、
プラマハ・ブンチャイ

シンポジウム３ 終末期医療
コーディネーター カール・ベッカー
（京都大学大学院 人間・環境学研究科教授）
柴田寛彦、ジョーン・ハリファクス、チェンアン・ヤオ、
プラ・パイサン

シンポジウム４ ジェンダー
コーディネーター 枝木美香
（アーユス仏教国際協力ネットワーク事業担当）
ウイポン・クアンゲアウ、ツェリン・パルモ、川橋範子、
チャウ・ウーエ

シンポジウム５ 自殺という社会問題に仏教者は何がで
きるか

コーディネーター 藤澤克己
（「自殺対策に取り組む僧侶の会」代表）
篠原鋭一、根本紹徹、デイビット・プレイザー、
ウドンシルプ・スリセンナム

シンポジウム６ 仏教による人材育成
コーディネーター アヌルット・ボンバンジー
（WFBY世界仏教青年連盟会長）
野田大燈、テンプル・スミス、マンゲッシュ・ダヒワレ、
オン・シィー・ユー

シンポジウム７ 環境・地球温暖化
コーディネーター ケネス田中（武蔵野大学教授）
大河内秀人、ヘレナ・ノルバーグ・ホッジ、
ジョアンナ・メーシー、ソラユト・ラタナポジナード

世界平和法要 “Prayer for World Peace”

11月16日 10時～
浅草寺観音堂（本堂）にて勤修
稚児・各国からの大会参加者による仲見世商店街、浅
草寺本堂へのお練り行列あり

映画・シンポジウム参加者募集要項
映画・シンポジウム参加ご希望の方は、往復ハガキで申し込
みをお願いします。往信欄には申込者の住所・郵便番号・氏名
を明記し、返信欄表に申込者の住所を記載して下さい。
募集人数 250名（先着順・定員になり次第締切）
応募先 〒105‐0011 東京都港区芝公園4‐7‐4 明照会館２階
財団法人 全日本仏教会 http : //www.jbf.ne.jp/

会場 浅草ビューホテル
〒111‐8765 東京都台東区西浅草3‐17‐1
電話 03‐3847‐1111
URL http : //www.viewhotels.co.jp/asakusa/
最寄り駅 つくばエクスプレス「浅草駅」直結

地下鉄 銀座線「田原町駅」 徒歩５分
地下鉄 都営浅草線「浅草駅」徒歩10分
私 鉄 東武線「浅草駅」 徒歩10分
Ｊ Ｒ 「上野駅」 タクシー10分

ヘレナ・ノルバーグ・ホッジ
（言語・人類学者）

湯川 れい子
（作詞家・音楽評論家）

ジョアンナ・メーシー
（仏教学者、環境
社会問題活動家）

アリヤラトネ
（スリランカ社会活動家）

電

話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇


